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4）その抑制機構はcell to cell contactによるdirectinhibitionではなく、液性
因子を介するものである。
以上のことより、担癌個体の宿主免疫抑制機構に関わるメカニズムを解明したもの
で、今後の痺免疫治療に有益な情報をもたらす論文であり、よって博士（医学）の称号
を授与するに値する。
（平成泌年ン月　斤目）
